
 

 

 

 

  
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校 ONE-TEAMプロジェクト」 

ONE-TEAM News 

 

 

北海道教育庁学校教育局高校教育課キャリア教育指導係 

 

令和８年（2026年） 

第 11号 
（ 最 終 号 ） 
３月 13日 

 

「おしごとガイドブック」（高校生版・中学生版）を発行 
 

文部科学省マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校 ONE-TEAM プロジ
ェクト」（R6～7 年度）の取組や、専門高校と産業界との持続可能な連携に資する情報、
さらには各高校で取り組んでいる好事例について情報提供します。 

「北の専門高校

ONE-TEAM プロジ

ェクト」の詳細は

こちら→ 
 

 本ガイドブックは、全道の中学１、２年生と高校
１、２年生向けに先端技術を活用した新たな産業や働
き方に関する中高生の理解促進、並びに中学生が専門
高校を進路の選択肢の一つとすることを目的に作成し
たもので、３月中旬頃に送付する予定です。 
 
 内容として、社会で活躍する専門高校卒業生の紹介
や、専門高校と産業界・小学校との連携事例、学科の
垣根を越えた連携事例を紹介しています。 
 さらに、中学生版には、専門高校の生徒３名と産学
連携コーディネーターによる対談の様子、高校生版に
は、高校と地域が一体となった連携の事例を紹介して
います。 
 
 今後、「北の専門高校 ONE-TEAM プロジェクト」ウェ
ブページにも掲載する予定です。産業界の皆様におき
ましても是非御覧ください。 

「北の専門高校 ONE-TEAMプロジェクト」の成果と課題 
 

＜おしごとガイドブック表紙（左：高校生版、右：中学生版）＞ 

＜専門高校における連携事例の紹介＞ ＜社会で活躍する専門高校卒業生の紹介＞ 

本プロジェクトにおける２年間の取組について、文部科学省のマイスター・ハイスクール事
業成果発表会（東京で開催）及び第３回 ONE-TEAM コミッティ（本プロジェクトの事業運営委
員会）において委員の皆様等からの講評、御意見等について紹介します。 

マイスター・ハイスクール事業成果発表会：令和８年１月 30日（金）実施  
  
＜取組についての評価＞ 

○ 「学校と産業界が一緒に人を育てていく」という意識の醸成に意を配している 
ことから、今後のより密度の濃い産学連携の構築が期待される。 

 ○ 半導体、洋上風力、六次産業化などに関連する職業への理解を深めるとともに、 
教員が抱える課題にも目を向け、様々な角度から問いを設定していた点が特徴的。 

 ○ 産学連携ユナイテッドなど、道県を超えての取組も素晴らしい。 など 
 
＜今後の課題＞ 
 ○ 事業によって生徒にどのような力が付いたのか、どのような力が伸びなかったのかを定量的に把握 

し、その対応策について協議・実践し、横展開を進めていく必要がある。 
 ○ 専門高校における取組は、農業、工業などを中心に、特色ある実践が数多く見られた一方で、今後 

は看護、福祉といった分野においても、取組の更なる充実が期待される。 
 ○ 学校と産業界で一緒に育てている感を作るという意識改革の取組に今後も期待する。 など 

文部科学省マイスター・ 

ハイスクール事業成果 

発表会の詳細はこちら    

↓ 

 



 

 

 

 

 

令和６年度に始まった「北の専門高校 ONE-TEAM プロジェクト」も、 
あっという間に２年間の節目を迎えました。 

プロジェクト開始当初、多く聞かれたのは「産学連携を進めたいが、 
接点をもつ機会がない」という声でした。しかし、１年目のシンポジ 
ウムでの熱気あるディスカッションや、２年目に道内各地で開催した 
フォーラムでの出前授業の見学などを通して、状況は大きく変わりま 
した。 
 

企業の方へのアンケートでも「対面でのコミュニケーション」を重視する声が多くありましたが、実際
に「直接会って話せる場」を作ることが、産学連携を進める上でいかに大切かを実感しています。これま
で接点がなかったお互いの距離がぐっと縮まり、「相互に理解が深まった」という嬉しい声も数多くいた
だきました。 

 
こうした活動を通して私が最も強く感じたのは、産学連携には「一緒 

に学ぶ姿勢」が何より大切だということです。企業が「教える」、生徒 
が「教えられる」という一方通行ではなく、まだ答えのない問いに対し 
て、大人たち自身も生徒と一緒に悩み、学び合い、共に成長していく。 
そんな温かい関係性こそが、持続可能な連携のカギになると、この２年 
間の学校と企業連携を通して実感しました。 

 
大人の想像を超える生徒たちの柔軟な発想や、目を輝かせて学ぶ姿に、関わった私たち大人もたくさん

の刺激とパワーをもらいました。学校と地域、そして産業界が文字通り「ONE-TEAM」となって歩み始めた
この繋がりは、これからもさらに広がっていくと信じています。 

 
これまで関わってくださった皆様、本当にありがとうございました！ 
これからも一緒に、北海道の未来を担う若者たちを応援していきましょう！ 
 

 

 

北海道教育庁学校教育局高校教育課産学連携コーディネーター 月館 海斗 

  
＜本事業における成果＞  
 ○ 生徒たちは、「専門高校で専門分野の学びを深めるほど進路の可 

能性が広がる」ということを、産学連携を通して理解を深めるこ 
とができた。 

 ○ 本プロジェクトの事業を通して、企業側も産学連携によって、 
様々な専門性やスキルをもった人たちと繋がる機会になった。 

○ 学校と産業界が「一緒に人を育てる」という意識をもつきっか 
けとなった。 など 

 
＜本事業における課題・今後に向けた取組＞  
 ○ 専門高校の学びが「進路を狭めるものではなく、広げるもの」であることを広く発信する必要がある。 
 ○ 生徒には、世の中にどのような職業があり、国を支えているのかということを網羅的に学び、エッセン 

シャルワーカーがどう仕事に取り組んでいるのかということを学ぶ機会が必要である。 
 ○ 産業実務家教員リストは、打合せのノウハウや、生徒の変容事例などを具体的に記載することにより、 

現場の教員が活用しやすくなる。 など 

 ２年間にわたる本事業に、御理解・御協力いただきありがとうございました。 
「北の専門高校 ONE-TEAMプロジェクト」は今年度をもって終了しますが、今後も、産
業界及び小中学校等との「縦のつながり」、学科の垣根を越えた「横のつながり」を大
切に、次代の北海道を創る人材育成に向けた取組を推進していきますので、今後とも
よろしくお願いいたします！ 

２年間の事業を振り返って 
 

第３回 ONE-TEAMコミッティ：令和８年２月 19日（木）実施 

＜コミッティ委員による協議＞ 

「ONE-TEAM ニュース」に対す
る御意見・御感想はこちら↓ 

本通信は「北の専門高校 ONE-TEAMプロジェクト」における取組の一つと 
して、高校教員や産業界関係者に向けて作成しており、これまでの２年間 
で、学校や教育委員会、経済団体等に計 17号を配布してきました。  

本プロジェクトの取組としては、本号が最後の発行になりますが、道教 
委では、今後も高校と産業界が連携を図る上での参考となる情報や、専門 
高校のもつ価値や魅力を広く発信していく予定です。 

そこで、次年度以降の参考とするため、本通信の読者アンケートを実施 
することとしました。学校・産業界等を問わず、御協力いただける方は、 
４月 17日（金）までに、右の二次元コードから回答願います。 

 上記のほかにも、多くの御意見・御助言をいただきました。今後の
産学連携の充実等に生かしていきます。 


